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今週の市場見通し 
国内株式市場 マーケット概観 

■日経平均は一時、史上最高値に迫る 

 先週の日経平均は週間で 1589.82 円高（＋4.31％）の

38487.24円と大幅上昇した。NYダウ平均が史上最高値を更新

しているほか、フィラデルフィア半導体株指数（SOX指数）も

上昇するなど米国株が引き続き堅調な推移を続けるなか、連休

明け2月 13 日の日経平均は前日比1000 円超の大幅高を演じ

た。この日の夜に発表された1月米消費者物価指数（CPI）が

市場予想を上回ったことから米国の早期利下げ観測が後退し、

米10年債利回りは4.3％台まで上昇。為替は1ドル＝150円台

と円安ドル高が加速したことも日本株高の材料となり、日経平

均は上昇基調を継続。16 日にはプライム市場の8 割超が上昇

する全面高の地合いのなか、日経平均は一時、1989年12月に

つけた終値ベースの日経平均史上最高値38915.87円（取引時

間ベースでは38957.44円）まであと50円ほどに迫る38865.06

円まで上昇した。 

また、企業の決算発表がピークを迎え活発な売買が行われた

こともあり、プライム市場の売買代金は2月8日以降、5兆円

台乗せを続けており、16日は昨年5月31日の6兆9552億円

に次ぐ6兆7212億円と歴史的な大商いとなった。 

なお、2月第1週（2月5日－9日）の投資主体別売買動向

によると、外国人投資家は現物（二市場合計）を3664億円買

い越しており、6週連続で買い越しを継続している。また、個

人投資家は現物を2277 億円買い越しており、3 週連続で買い

越しを継続している。 

 

■NT 倍率は 2021 年7 月以来の 14.66 倍へ拡大 

 先週末の米国市場はダウ平均が前日比 145.13 ドル安（－

0.37％）の38627.99ドル、ナスダックは130.52ポイント安（－

0.82％）の15775.66、S&P500は24.16ポイント安（－0.48％）

の5005.57とそれぞれ反落した。大証ナイト・セッションの日

経225先物は、日中取引終値比300円安の38310円で取引を終

えた。 

今週は、週初が米国市場休場、週末が東京市場休場で手掛け

にくいスケジュールだが、日経平均の史上最高値更新、そして、

39000円台を試す展開が期待されよう。史上最高値は市場関係

者の多くが注目している水準のため、達成感が意識されるとの

見方はあるが、上場企業の2024年3月期純利益が3期連続で

過去最高を更新する見通しと報じられていることから、好業績

を背景にしっかりとした買いが幅広い銘柄に入る可能性はあ

る。 

一方、NT 倍率は 16 日終値ベースで 14.66 倍と、2021 年 7

月以来の水準まで拡大している。半導体関連の東京エレクトロ

ン<8035>やアドバンテスト<6857>、半導体大手である英アーム

社を保有しているソフトバンク G<9984>など値がさ銘柄の一

角が買われていることで、1月以降、日経平均優位の地合いが

続いている。日経平均が史上最高値をつけた1989年12月末の

東証一部全銘柄のPERが60倍台だったのに対して、2月15日

時点の東証プライム全銘柄のPERは16倍台に留まっているこ

とから、足元の株高は「バブル」ではないと言えるが、値がさ

の半導体関連銘柄への一極集中買いで上昇している日経平均

は、脆さがあると言えよう。なお、21 日に米エヌビディアの

決算発表が控えており、注目となりそうだ。 

 

■政府・日銀による円安けん制発言に引き続き注意 

 為替水準も注意したいところだ。鈴木財務相は「急激な変動

はのぞましくない。強い緊張感をもって相場を注視している」

といった一般的発言に留まっている。一方、神田財務官は「最

近の為替の動きはかなり急速」「必要であれば適切に対応する」

「ドル円は一カ月で10円動いている」とけん制発言を行った

ほか、足元の相場動向を巡っては「ファンダメンタルズ（経済

の基礎的条件）に沿った部分と明らかな投機的な動きと両方あ

る」とコメント。また、金融政策に関しては「日本銀行の出し

た判断を尊重する」と語るなどやや歯切れの悪い発言も残し

た。 

為替市場では、政府・要人による口先介入を受けて、積極的

なドル買いは手控えられたが、1ドル＝150円台は維持してい

る。為替介入を実施した際に想定される株安インパクトを考慮

すると、「円安に伴う消費者物価指数の上昇に伴う国民の声」

という大義名分がないと、円買い・ドル売りの為替介入は実施

しにくいとの考えもできよう。トヨタ自動車<7203>など輸出関

連銘柄への影響が大きいだけに為替水準は引き続き要注意だ。

 

■21 日に米FOMC 議事録発表 

 今週にかけて、国内は、19 日に 12 月機械受注、21 日に 1

月貿易統計が予定されている。なお、23 日は天皇誕生日で休

場となる。海外では、20 日に米・1 月景気先行指数、21 日に

欧・2月ユーロ圏消費者信頼感指数（速報値）、米・1月連邦公

開市場委員会（FOMC）議事録、22日に仏・2月企業景況感、2

月製造業購買担当者景気指数 PMI（速報値）、独・2 月製造業

PMI（速報値）、欧・2月ユーロ圏製造業PMI（速報値）、サービ

ス業PMI（速報値）、1 月消費者物価指数（改定値）、英・2 月

製造業PMI、サービス業PMI、米・週次新規失業保険申請件数、

2月製造業PMI（速報値）、サービス業PMI（速報値）、総合PMI

（速報値）などが予定されている。 

 

1989 年 12 月以来の史上最高値更新なるか注目 

国内株式市場 
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今週の市場見通し 

国内株式市場 新興市場 

 

 

カバー<5253> 

QPS研究所<5595> 

 円 

東証グロース市場250指数 

新興市場 

■出遅れを意識した投資家の資金流入継続に期待 

 

今週の新興市場は、先週同様、出遅れを意識した投資家の

資金流入が期待できそうだ。東証グロース市場Core指数構成

銘柄などの主力株に投資資金が流入しており、東証グロース

市場Core指数は6連騰。2月16日には前日比6.8％急騰し売買

代金も増加している。東証グロース市場指数、東証グロース

市場250指数ともに、昨年10月安値を起点に下値を切り上げ、

昨年11月末の戻り高値と200日移動平均線をそれぞれ上放れ

たことから、短期的な反発はより強まる可能性がある。 

プライム市場中心の相場展開が1月以降続いていたが、出

遅れ物色の流れが東証グロース市場にも向かい始めている。

時価総額が小さく証券会社のカバレッジが少ない東証グロ

ース市場に海外投資家の資金は入りにくいが、プライム市場

で利益確定した個人投資家の投資資金流入は十分期待でき

る。 

 

■投資家のモメンタム好転、IPOは1社 

 

物色の対象は、今週もカバー<5253>やウェルスナビ<7342>

など東証グロース市場Core指数構成銘柄を中心とした主力

銘柄となりそうだが、投資家のモメンタムが好転しているこ

とから、決算発表一巡を受けて、好決算銘柄への買い継続や

決算が嫌気されて急落した銘柄の反発狙いなども期待でき

る。一方、QPS研究所<5595>、売れるネット広告社<9235>は

急騰し短期的な過熱感が意識されチキンレース化している

ことから急落する恐れはある。ただ、急落した後は短期資金

が別の銘柄に向かう可能性もあり、東証グロース市場の売買

は盛り上がるだろう。 

なお、22日は東証グロース市場へVRAIN Solution<135A>が

上場する。製造業向けAIソリューションを提供しており公開

価格は2990円。東証グロース市場に投資資金が流入している

ことから投資家の関心を集める可能性がある。 

投資家のモメンタム良好で買いは継続か 

 円 
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■先週の動き 

週初は、利益確定売りや重要インフレ指標発表を控えた調

整でまちまちで始まった。1月消費者物価指数（CPI）の伸び

が予想ほど減速せずディスインフレ軌道の証拠には不十分

との見方に、早期の利下げ期待を受けた買いが大幅後退。長

期金利の急伸に連れて売りが加速し、手仕舞い売りを巻き込

み大幅下落した。週半ば、ボストン連銀の前総裁が1月CPI

を受けた市場反応が行き過ぎとの見解を示したほか、イエレ

ン財務長官やシカゴ連銀のグールズビー総裁がインフレ 2％

目標回帰の道筋にあることに変わりはないと表明したため、

利下げ期待の再燃で下げ止まった。週後半、1 月小売売上高

が予想を下回ったが、1月生産者物価指数（PPI）が予想を上

回ったためインフレ長期化を警戒し再び売られた。ハイテク

は、一部で著名投資家による前四半期の売却が当局への届出

で明らかになると、利益確定売りに押された。結局、週を通

じて、主要株式指数は下落した。 

石油・天然ガス企業のダイヤモンドバック・エナジーは、

同業のエンデバー・エナジー買収で合意し大幅高。格安航空

のジェットブルーは、物言う投資家のアイカーン氏が同社株

の保有を公表。株価が過小評価されていることを理由に、取

締役会入りの可能性を経営陣と協議したことが明らかにな

り上昇した。半導体関連企業のアプライド・マテリアルズは

四半期決算で内容が予想を上回り上昇。配車サービスのウー

バー・テクノロジーズは、最大 70 億ドル規模の自社株買い

計画を発表し上昇。医薬品メーカーのバイオジェンは、四半

期決算でアルツハイマー治療薬の売上減が響き、売上見通し

が予想を下回り下落。ネットワーク機器メーカーのシスコシ

ステムズは四半期決算で24年度の通期収入予想を下方修正。

世界従業員約 5％削減計画を発表し下落した。携帯端末のア

ップルは、著名投資家バフェット氏が運営する保険バークシ

ャー・ハサウェイが保有株の一部を前四半期に売却したこと

が当局への報告で明らかになり下落。検索のグーグルを運営

するアルファベットは、人工知能（AI）の開発を手掛けるオ

ープン AI が検索サービスを開発しているとの報道を受け、

競争激化を警戒し売られた。 

■今週の見通し 

今週は引き続き利下げの行方を巡る憶測に上下する相場

になりそうだ。連邦準備制度理事会（FRB）が基調的なイン

フレを判断する上で重要視している個人消費支出（PCE）コ

ア指数の発表（2月29日）や3月初旬に控えているパウエル

議長の議会証言まで、経済指標などを材料にした利下げペー

スの思惑に左右されるだろう。 

FRBは1月開催分の連邦公開市場委員会（FOMC）議事録を

公表予定で、利下げペースを判断する上で注目したい。FRB

は1月FOMCで政策金利を4会合連続で据え置き、インフレ

の改善を認識しているものの、利下げにはさらなるデータで

ディスインフレ基調を確信する必要がある、と慎重な方針を表

明しており、その見解に達した詳細が議事録で明らかになる。

年初は、FRBが早くて3月にも利下げを開始、年内6回の

利下げを織り込み株式相場を支援してきた。しかし、1月FOMC

の結果や最近の強い雇用や経済指標、1月CPIを受けて、市

場の利下げ開始時期の予想は6月に先送りされ、年4回の利

下げに修正された。FOMC議事録で利下げに慎重な姿勢が再確

認された場合、相場の上値を抑制するだろう。ただ、CPI や

PPI の結果を受けて、FRB の見解が大幅に修正されたとは思

えず、昨年12 月に示した予測通り年3回の利下げ軌道を維

持している可能性が強く、過剰な反応は避けたい。 

今週はまた、小売関連の決算に加えて、AI半導体市場をけ

ん引してきたエヌビディアが四半期決算を発表する予定で、

市場の基盤を判断する上で鍵を握るだろう。同社は、AI市場

の急拡大で時価総額がオンライン小売のアマゾンを抜き、米

国市場で第4位に浮上。もし、決算で期待通りに良好な業績

や見通しが確認された場合、相場の上昇をけん引していく可

能性もありそうだ。一方、同社の決算への市場の期待が高過

ぎること、現行のペースでの業績拡大は持続不可能との見方

も浮上しており、見通しを含め決算内容が期待に満たなかっ

た場合、手仕舞い売りが加速し相場の重しとなるだろう。 

経済指標では、1月景気先行指数（20日）、1月シカゴ連銀

全米活動指数、新規失業保険申請件数、2 月製造業・サービ

ス業PMI 速報、1月中古住宅販売（22 日）、などが予定され

ている。また、FRBは21日に1月開催分のFOMC議事録を公

表する。なお、19日はプレジデント・デーの祭日で、休場と

なる。 

主要企業決算では、ハイテクで半導体メーカーのエヌビデ

ィア（21 日）、オンライン決済のブロック（22 日）、小売で

はホームセンター運営のホーム・デポやディスカウント小売

りのウォルマート（20 日）、レストランチェーン運営のジャ

ック・イン・ザ・ボックス（21 日）、家庭用品販売のウェイ

フェア（22 日）、石油関連ではダイモンドバック・エナジー

（20 日）、マラソン・オイル（21 日）、ドミニオン・エナジ

ー（22 日）、そのほか、高級住宅建設会社のトール・ブラザ

ーズ（20 日）、電気自動車メーカーのリビアン・オートモー

ティブやルシード・グループ（21 日）、イベント会社のライ

ブ・ネーション・エンターテーメント（22 日）、オンライン

旅行会社のブッキング・ホールディングス（22 日）、バイオ

のモデルナ（22日）などが予定されている。 

比較的景気減速時に柔軟性があるとされるウォルマート

の決算では売上見通しに注目したい。イベント会社のライ

ブ・ネーションでは、パンデミック後のイベント開催が活発

化しており、好決算が期待できそうだ。 

FOMC 議事録や小売・エヌビディア決算に注目/米国株式相場 今週の見通し 

米国株式市場 
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米ドル・円 予想レンジ 148.50 円 ～ 152.00 円 

債券先物予想レンジ 146.05 円 ～ 146.65 円 

長期国債利回り予想レンジ 0.715 ％ ～ 0.755 ％ 

今週の為替/債券市場見通し 
為替/債券市場 

 

今週のドル・円は底堅い値動きか。ドル・円は昨年11月以来の

150円台に浮上し、円安進行の可能性があることから、日本政府は

一段の円安に歯止めをかけたい考えのようだ。2022 年には150 円

以上で大規模なドル買い・円売り介入を実施しており、市場は実

弾介入を警戒しつつある。昨年も 150 円台に上昇する局面で神田

財務官は為替介入に「スタンバイ」と発言し、その後の円安を食

い止めた経緯がある。ただ、日米金利差維持でドルの選好地合い

は変わらず、目先的には150円付近の水準は維持される見通し。 

 

3月開催の米連邦公開市場委員会（FOMC）では政策金利の据え置

きが確実視され、現時点で利下げ開始は5月以降の見通し。一方、

国内経済の減速を受けて日本銀行によるマイナス金利政策の解除

時期は 3 月以降となる可能性があり、金融政策修正を期待した円

買いは縮小し、政府の円安けん制の効果を弱める。 

 

 

 

 

【FOMC議事要旨】（21日公表予定） 

 米連邦準備制度理事会（FRB）は21日、FOMC の議事要旨を公表

する。利下げ開始時期が3 月から 5 月以降に後ずれするなか、利

下げに前向きな意見が少なかった場合、ドル買い要因となろう。 

 

【米・2月製造業PMI速報値】（22日発表予定） 

 22日発表の1月製造業購買担当者景気指数（PMI）は前回から改

善するか注目される。前回に続き節目の50を維持できれば米国経

済のソフトランディングへの期待が高まり、ドル買い材料になり

やすい。 

■今週の見通し 

 今週（2 月 19 日-22 日）の債券市場では長期債利回りは下げ渋

りか。日本銀行がマイナス金利政策を近く解除するとの観測は根

強いため、需給懸念が最も強い年限の20年国債入札に対する警戒

感は消えていない。日銀金融政策正常化への警戒感から引き続き

上値の重い展開が見込まれる。20 年国債入札に備えたポジション

調整の売りが長期債相場を圧迫する可能性がある。 

 

債券先物3月限は主に146円台で推移か。昨年10-12 月期国内

総生産（GDP）速報値のマイナス成長を受けてマイナス金利政策の

3月解除の可能性はやや低下したが、外部環境に大きな変化がない

場合、債券先物は146円台後半で上げ渋る可能性が高い。 

■先週の動き 

 先週（2 月 13 日-16 日）の長期債利回りは下げ渋り。米国の長

期金利がシカゴ連銀総裁の利下げに関する発言を受けて低下した

ことや、日本銀行の国債買い入れオペを無難に終えたことで買い

安心感が一時広がった。2023年10-12月の実質国内総生産（GDP）

が2四半期連続でマイナス成長となったことも意識された。ただ、

16 日の取引で日本銀行が近くマイナス金利解除に踏み切るとの観

測が強まり、5年債の売りが優勢となった。超長期債相場は流動性

供給入札が強めの結果となったことを受けて上昇したが、10 年債

利回りは底堅い動きを見せた。 

 

10年債利回りは0.732％近辺で取引を開始し、一時0.717％近辺

まで低下したが、0.741％近辺まで反発し、0.735％近辺でこの週

の取引を終えた。 

 

債券先物3月限はもみ合い。146円24銭で取引を開始し、14日

に145円75銭まで売られたが、15日の夜間取引で146円52銭ま

で戻しており、146円22銭でこの週の取引を終えた。 

 

債券市場 

為替市場 

為替/債券市場 
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上昇率上位銘柄 下落率上位銘柄 業種別騰落率

コード 銘柄 終値（円） 騰落率（%） コード 銘柄 終値（円） 騰落率（%） 上位セクター 騰落率（%）

3968 セグエグループ 1,840.0 103.77 7354 ダイレクトマーケティングミックス 297.0 -31.88  保険業 14.49

6379 レイズネクスト 2,298.0 44.98 7780 メニコン 1,588.5 -26.06  石油・石炭製品 6.39

7972 イトーキ 2,089.0 42.98 2429 ワールドホールディングス 2,433.0 -21.13  海運業 5.24

5310 東洋炭素 7,080.0 41.32 3135 マーケットエンタープライズ 794.0 -21.07  卸売業 4.43

6871 日本マイクロニクス 6,090.0 40.48 5989 エイチワン 684.0 -20.65  銀行業 3.58

3778 さくらインターネット 5,240.0 38.99 3863 日本製紙 1,122.0 -20.59  証券業 3.25

7003 三井Ｅ＆Ｓ 1,106.0 37.56 6194 アトラエ 518.0 -20.55  医薬品 3.15

6789 ローランド　ディー．ジー． 5,020.0 29.72 1963 日揮ホールディングス 1,380.0 -19.98 下位セクター 騰落率（%）

6269 三井海洋開発 2,964.0 29.55 7130 ヤマエグループホールディングス 2,440.0 -19.74  パルプ・紙 -5.86

7280 ミツバ 1,415.0 27.94 6268 ナブテスコ 2,347.0 -17.18  食料品 -0.49

6340 澁谷工業 3,165.0 27.52 4848 フルキャストホールディングス 1,462.0 -17.17  建設業 -0.44

4755 楽天グループ 778.7 26.11 4251 恵和 1,209.0 -15.10  鉄鋼 -0.21

8725 ＭＳ＆ＡＤインシュアランスグループホールディングス7,463.0 25.01 5202 日本板硝子 514.0 -15.04  不動産業 -0.19

6490 日本ピラー工業 5,670.0 24.34 6523 ＰＨＣホールディングス 1,291.0 -14.95  空運業 -0.15

7721 東京計器 2,333.0 24.16 5698 エンビプロ・ホールディングス 504.0 -14.72  水産・農林業 0.14

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マーケットを読む 

今週のポイント 

先週の日経平均は大幅に上昇、週初に38000円台を捉え、週

末には史上最高値水準があっという間に視界に入る状況となっ

ている。週初から上昇幅 1000 円を超す記録的な上昇となり、米

CPIが一時的に売り材料視される場面もあったが、その後も半導

体株高や為替の円安などを追い風として日経平均は上値追い

を続ける展開となる。業種別では、金融庁の要請による政策保

有株の縮減期待が高まった保険株が上昇率トップ。原油高で資

源関連株も強い動きに。半面、円安をマイナス視で紙パルプや

食品がさえない。なお、米アプライド好決算にもかかわらず、半

導体関連は週末に利食い売りが集中し総じて伸び悩む動きに。 

週前半は、引き続き 10-12 月期の決算発表が主な手掛かり材

料となった。コンセンサス上振れ決算の東京エレクや KOKUSAI

などの半導体関連が週初から値を飛ばした。アシックス、IHI、リ

クルート、川田テク、イトーキ、楽天銀行、リンク&モチ、タツモ、

THK、三井E&S、マイクロニクス、堀場製、東洋炭素、山パン、楽

天グループなどにも決算好感の動き。半面、ゲーム事業の下振

れがマイナス視されてソニーは大幅下落。マツダ、JT、メルカ

リ、SMC シマノ、ナブテスコ、エイチワン、バンナム HD、トレン

ド、サントリー食品、ピジョンなども決算をマイナス視する動きが

先行。レイズネクストは大幅増配で配当利回り妙味が、セグレ G

は優待制度導入で優待利回り妙味がそれぞれ高まる。MBO 実

施発表のローランドDGはTOB価格にサヤ寄せ。ペッパーフー

ドは株主優待再開や好調な月次動向が材料視される。 

先週末の半導体関連株の急失速、先週末の米国株下落など

から、週初は売り先行の流れが予想されるものの、日経平均過

去最高値更新までは達成感も生じにくいとみられ、押し目買い

の動きなどは活発化しやすいとみられる。全体相場の方向性を

左右する半導体関連だが、今週 21 日には米エヌビディアの決

算発表が予定されている。発表前は出尽くし感への警戒が先行

するとみられるが、発表後に関連株がどう反応するのか、この点

が今週最も注目されるものとなるだろう。米国ではほかに、ウォ

ルマートやホームデポなど米個人消費関連銘柄の決算も予定。 

日経平均高値奪回の有無も注目されるが、いずれにせよ、年

初からの株価上昇には過熱警戒感が強い状況である。FOMC

議事録などは買い材料視される余地もあるが、全般的にはイベ

ントにおける出尽くし感が高まりやすい状況であるとはいえよ

う。為替相場では再度円高が進んでおり、日銀の緩和政策修正

観測につながっていく可能性も高いと考える。目先の物色動向

としては、より出遅れ銘柄に関心をシフトさせたい。とりわけ、大

型株と比べて出遅れ感の強いマザーズ銘柄などは、決算発表

が一巡して短期資金の手掛かり材料に欠ける中で、値幅取り狙

いの意味も含めて注目度が増してこよう。また、当面の業績リス

クが乏しくなっている 3 月決算の高配当利回り銘柄には買い安

心感が強い状況ともいえる。週末には「H3」打ち上げ成功が伝

えられており、宇宙関連銘柄などにはテーマ物色が向かう余地

もあろう。 

短期的な過熱警戒感が強く出尽くし感など高まりやすい状況に 

先週動いた銘柄・セクター（東証プライム） 

今週のポイント 
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日経平均株価 
 

 

 

 

 
■地合いは圧倒的な買い手優位 

 
 

  

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上値追い、中長期移動平均線は軒並み上向き 

先週（2月13-16日）の日経平均株価は3週連続で上昇した。

1週間の上げ幅は1589.82円（前週739.40円）だった。 

 

東証と大阪取引所の投資部門別売買状況では、現物・先物合

算で海外投資家は2月1週（2月5-9日）に買い越しに転じ（7206

億円、前週は 3325 億円の売り越し）、現物は買い越しを継続し

た（3777億円、前週は1775億円）。 

 

先週の日経平均は13日後場に節目の38000円を突破。週末16

日は38865.06円まで上ヒゲを伸ばし、1989年12月29日に付け

た取引時間中の史上最高値38957.44円に急接近した。この間、

25日や26週、52週といった主要な移動平均線は株価下方でそ

れぞれ上昇角度を増し、上値追いの勢いの強まりを裏付ける格

好となった。 

 

今週の日経平均は上値追いが予想される。25日線など中長期

移動平均線が軒並み上向きをキープしていることに加え、一目

均衡表は日足、週足ともに三役好転下の強気形状を崩さず、転

換線と基準線がそれぞれ上を向いていることもあり、地合いは

圧倒的な買い手優位とみられる。 

 

一方、先週末終値が25日線を上回る銘柄は日経平均採用225

銘柄のうち134銘柄（前週末2月9日は122銘柄）と増加し、

東証プライム上場全銘柄では49％（同46％）と過半数に迫った。

このため、市場全体では短中期投資家の含み損益が改善し、買

い余力は再び増していると推察される。 

 

日経平均の 25 日線との乖離率は先週末で 5.67％と買われ過

ぎラインの5％をやや上回る程度。年初からの上げ相場では天井

到達ラインの8％を終値で超えたことはなく、上昇トレンドの延

長が期待される。 

 

東証プライム市場の騰落レシオ（25 日ベース）は 96.80％と

中立圏中央の100％を下回っているほか、先導株比率も30.69％

と若干の買われ過ぎ状態を示唆する程度にとどまっている。こ

のため、先週までの3週連続上昇で合計2736.17 円高と急騰し

た後ではあるが、過熱感からの反動安圧力は限られよう。 

 

上値では、終値での史上最高値38915.87円から大台替わりの

4万円が短期的な目標として意識される。下値では、直近の週足

陰線となった1月4週高値36984.51円付近が支持帯として意識

される。 

一目均衡表（日経平均） 

■ 基準線 ■ 転換線 ■ 遅行スパン ■先行スパン1 ■先行スパン 2 

テクニカル分析 

円 
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今週の分析銘柄 -1- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 416,031 3.7% 28,348 31,350 19.8% 23,379 228.92

2021/3連 417,511 0.4% 36,460 38,697 23.4% 29,070 284.64

2022/3連 361,495 -13.4% 29,737 31,834 -17.7% 22,414 219.48

2023/3連 435,786 20.6% 40,330 43,724 37.3% 33,126 324.36

2024/3連予 466,000 6.9% 52,000 57,000 30.4% 43,000 421.04

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

2/16 終値 8232 円 

目標株価 9000 円 

業種 食料品 

■国内外で価格改定後も需要が堅調に推移 

 

 ｢マルちゃん｣ブランドを展開する。海外即席麺事業が売上高の

41％を占め、国内即席麺事業が 22％、チルド麺や冷凍食品など

を手掛ける低温食品事業が 12％、水産食品事業が 7％などと続

く（23 年3 月期）。海外即席麺事業は米国に 4 ヵ所の製造拠点を

構え、北米・中南米等に商品を供給し、米国・メキシコで販売シェ

ア 1 位となっている。24 年3 月期第3 四半期（累計）の売上高は

前年同期比10.2％増の3583.99億円、営業利益は同50.6％増の

480.11 億円。加工食品事業では前年同期の在宅療養者向け需

要が一段落した影響や価格改定・猛暑の影響で減収となったも

のの、国内外即席麺事業では価格改定後も需要が堅調に推移し

増収へつながった。 

 

■通期業績予想に上方修正期待 

 

 通期営業利益は前期比28.9％増の520億円予想で、第3 四半

期までの進捗率は 92.3％となっている。為替の前提は、1 ドル＝

133 円となっていることもあり、業績予想の上方修正が期待され

やすい状況となっている。株価は上場来高値近辺で推移。8000

円近辺が上値抵抗帯として作用しているが、業績は好調だ。3 月

決算に向け好業績期待の株価形成が想定され、次の大台となる

9000 円を目標としたい。 

 

★リスク要因 

想定を超える天候不順や為替の急激な変動など。 

2875：日足 

 

上場来高値近辺で底堅い動き。 

          

｢マルちゃん｣ブランドを展開、利益積み上げが順調 

東洋水産〈2875〉プライム 

今週の分析銘柄 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -2- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連I 1,043,600 -4.2% 39,479 39,713 -44.9% 7,733 22.26

2021/3連I 995,940 -4.6% 47,654 44,933 13.1% 30,922 89.38

2022/3連I 1,128,914 13.4% 94,479 97,162 116.2% 92,288 266.73

2023/3連I 1,330,331 17.8% 97,044 103,755 6.8% 75,043 220.75

2024/3連I予 1,330,000 0.0% 68,000 77,000 -25.8% 55,000 165.85

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

2/16 終値 2444.0 円 

目標株価 2650 円 

業種 電気機器 

■3Q末時点での営業利益進捗率は76％ 

 

足もと24年3月期第3四半期業績（累計）は、売上収益が前年

同期比 0.2％減の 9921.01 億円、営業利益は同 37.4％減の

516.97 億円だった。ビジュアルコミュニケーションが軟調な中国

市場の影響を受けたことや、マイクロデバイスの販売未達などに

より減収となった。ただし、プリンティングソリューションズは、プリ

ントヘッド外販ビジネスの売上が増加した。24 年3 月期通期計画

は、売上収益を 1 兆3600 億円から 1 兆3300 億円へ、営業利益

は 800億円から680億円へ下方修正したが、マイクロデバイスの

減少影響は織り込み済みであり、悪材料は出尽くし。また、第 3

四半期末時点での営業利益の進捗率は 76％であり、通期計画

の達成角度は高い。 

 

■2018年2月のマド埋めを意識 

 

株価は決算発表を受けて急伸し、その後も高値圏での推移を

継続するなか、2 月 16 日には一時 2485 円まで買われ、昨年 9

月以来の昨年来高値を更新した。次のターゲットは2014年12月

高値2985 円と 17 年7 月高値2976 円とのダブルトップ水準が意

識されよう。まずは 18 年 2 月の急落局面で空けたマド埋めを想

定し、目標株価は 2650 円とする。 

 

★リスク要因 

マイクロデバイスの在庫調整の長期化。 

6724：日足 

 

25 日、200 日線とのゴールデンクロ

ス。 

          

マイクロデバイスの減少影響は織り込み済み 

セイコーエプソン〈6724〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -3- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/8連 15,200 -17.1% 4,340 4,424 -22.2% 3,329 33.83

2021/8連 17,190 13.1% 5,348 5,679 28.4% 4,291 43.60

2022/8連 20,416 18.8% 6,163 7,544 32.8% 5,290 53.75

2023/8連 24,488 19.9% 7,243 7,995 6.0% 5,953 60.46

2024/8連予 27,500 12.3% 8,250 8,250 3.2% 5,900 59.90

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

2/16 終値 2074..5 円 

目標株価 2410 円 

業種 精密機器 

■海外売上高比率は83％ 

 

 医科と歯科の医療機器メーカー。眼科ナイフやステイプラー

（自動縫合器・自動吻合器）などのサージカル関連製品が売上高

の28％、医療用縫合針のアイレス針関連製品が35％、歯科用根

管治療機器などのデンタル関連製品が 37％となっている。ニッ

チな製品群に特化したビジネスモデルで、世界的に高い市場シ

ェアを獲得しており、眼科ナイフの世界シェアは約 30％。アジ

ア・欧州・北米など販売地域は 120 カ国以上に上り、海外売上高

比率は 83％（23 年8 月期）。24 年8 月期第1 四半期営業利益は

22.23億円（前年同期比27.1％増）。各地域で販売が増加したこと

に加え、円安も収益を押し上げた。 

 

■世界的に眼科手術の増加を予想 

 

 24 年 8 月期通期営業利益は 82.50 億円（前期比 13.9％増）予

想。高齢化の進行等により、世界的に白内障手術など眼科手術

件数の増加が予想されている。これに対応し、同社では栃木県・

花岡工場（建設中のスマートファクトリー）に眼科ナイフの自動化

生産ライン導入を追加決定。25 年 9 月の量産開始を目指してい

る。株価は決算発表後、やや調整局面となっているが、業績は

好調だ。まずは 1 月高値2410 円を目標株価としたい。 

 

★リスク要因 

円相場の急激な変動など。 

7730：日足 

 

2000 円近辺を下値支持帯として値

固め中。 

          

医科と歯科の医療機器メーカー、ニッチな製品群に特化 

マニー〈7730〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -4- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連S 2,280,329 -6.3% 269,681 412,561 4.3% 302,700 237.38

2021/3連S 2,292,708 0.5% 258,814 287,561 -30.3% 192,384 155.54

2022/3連S 2,520,365 9.9% 302,083 504,876 75.6% 312,135 259.37

2023/3連S 2,666,373 5.8% 313,988 367,168 -27.3% 273,075 231.35

2024/3連S予 - - - - - 330,000 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

2/16 終値 3030 円 

目標株価 3650 円 

業種 その他金融業 

■三徳船舶の事業承継に伴う株式譲渡契約を締結 

 

2月15日、中堅海運の三徳船舶の事業承継に伴う株式譲渡契

約締結を発表した。三徳船舶は鉄鉱石や穀物などの輸送を行う

ばら積み船をはじめ、自動車船、コンテナ船など多種にわたる船

舶を 67 隻保有する。海運企業のオーナーの高齢化が進むな

か、創業者の代替わりに伴う M&A となるようだ。今後は、包括的

な船舶運航管理を自社で行うことが可能になり、さらに第三者保

有船のアセットマネジメントサービスも手掛ける計画であり、事業

領域の拡大に伴う利益成長が期待されよう。 

 

■2007年7月以来の3000円台ふぃｓこを回復 

 

足もと24年3月期第3四半期業績（累計）は、営業収益が前年

同期比 2.2％増の 2 兆 378.60 億円、営業利益は同 8.5％増の

2601.98 億円だった。コロナ禍後の訪日客の増加でホテル運営

などの不動産事業が好調だった。また、円安による海外投資家

からの投資需要を取り込み、不動産の売却益も伸ばした。株価

は強いトレンドを継続しており、2007 年 7 月以来の 3000 円を回

復。目標株価は 2007 年高値水準の 3660 円（分割考慮）とする。 

 

★リスク要因 

米地銀の経営不安。 

8591：日足 

 

上向きで推移する 25 日線が支持線

として機能。 

          

船舶アセットマネジメントビジネスへ事業拡大 

オリックス〈8591〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -5- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連 2,946,639 -1.8% 380,841 339,525 -23.4% 198,428 524.91

2021/3連 1,764,584 -40.1% -520,358 -579,798 - -577,900 -

2022/3連 1,978,967 12.1% -153,938 -179,501 - -94,948 -

2023/3連 2,405,538 21.6% 140,628 110,910 - 99,232 263.38

2024/3連予 2,712,000 12.7% 310,000 252,000 127.2% 165,000 438.10

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

2/16 終値 8902 円 

目標株価 10000 円 

業種 陸運業 

■鉄道運輸収入は4Qにコロナ禍前比93％の水準に回復見通し 

 

 24年3月期売上高は前期比12.7％増の2兆7120億円、営業利

益は同2.2倍の3100億円が見込まれている。鉄道運輸収入はコロ

ナ禍前である19年3月期と比較すると第1四半期88.0％、第2四半

期88.8％、第3四半期91.9％と推移し、第4四半期は93％まで回

復する見通しである。 

 

■28年3月期には営業利益4100億円を目指す 

 

 中長期の数値目標として28年3月期に売上高3兆2760億円、

営業利益 4100 億円をあげている。運輸事業では鉄道運賃の価

格改定を計画している。また訪日客の増加傾向は続くと思われ、

これらが増収をけん引しよう。不動産・ホテル事業は大型再開発

プロジェクト「高輪ゲートウェイシティ」の開業が主な増収ドライバ

ーとなろう。「高輪ゲートウェイシティ」は 25 年3 月に、複合棟Ⅰ・

高輪ゲートウェイ駅周辺エリアを開業し、MICE 施設やオフィス、

商業施設、駅周辺広場や歩行者デッキを整備し、その他エリア

は25年度中の開業を目指す。これらの施策により28年3月期に

は1株当たり純利益（EPS）は650円程度まで上昇することが期待

される。目標株価については、これまでのバリュエーション推移

から、これの PER 約16 倍となる 10000 円とする。 

 

★リスク要因 

賃貸オフィスビルの市況悪化など。 

9020：日足 

 

25 日線をサポートラインとして株価

は上昇傾向にある。 

          

鉄道運賃の価格改定、訪日客、街再開発事業等で増収続こう 

東日本旅客鉄道〈9020〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -6- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/10単 - - - - - - -

2021/10連I 12,125 - 1,758 1,594 - 1,043 127.07

2022/10連I 14,540 19.9% 2,039 1,852 16.2% 1,242 150.58

2023/10連I 17,994 23.8% 2,469 2,475 33.7% 1,741 209.88

2024/10連I予 21,830 21.3% 2,770 2,730 10.3% 1,920 227.86

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

2/16 終値 3540 円 

目標株価 4500 円 

業種 サービス業 

■毎月100人程度を採用 

 

 建設業界向けの人材派遣が主力。建設業における人手不足

は他業種対比で深刻化しており、建設技術者人材の有効求人倍

率は足元で5倍を超える水準で推移している。同社はそのような

事業環境の下、未経験者採用に特化し、未経験の若手を採用す

ることで、技術的な成長余地が大きく、契約単価が上がりやすい

特徴がある。一方、採用に関しては毎月100人程度を採用するた

め、採用／教育体制を整備するための時間とコストがかかり、競

合他社は簡単に真似ができず、これが他社との成長力、収益性

の差を生み出す要因となっている。 

 

■売上収益は20％を超える成長が続く見通し 

 

 24 年 10 月期業績について、売上収益は前期比 21.3％増の

218.3 億円、営業利益は同 12.2％増の 27.7 億円を見込んでい

る。退職率低減施策の実施等に伴い利益率は低下するものの、

稼働人数、契約単価ともに増加傾向が続く見通し。類似企業の

バリュエーションや成長性を考慮すると、株価は 24 年10 月期予

想1 株当たり利益227 円の PER 約20 倍となる 4500 円程度まで

上昇余地があると考える。 

 

★リスク要因 

退職率の上昇など。 

 

9163：日足 

 

5日線をサポートラインとして株価は

上昇傾向にある。 

          

未経験採用と教育制度の整備で持続的な成長を実現 

ナレルグループ〈9163〉グロース 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -7- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3単 90,360 2.4% - 2,811 -68.2% -1,265 -

2021/3単 34,064 -62.3% -31,675 -29,602 - -16,342 -

2022/3単 47,147 38.4% -16,694 -15,079 - -6,729 -

2023/3単 84,661 79.6% 3,453 3,713 - 5,726 111.88

2024/3単予 102,300 20.8% 5,600 5,600 50.8% 5,800 96.14

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

2/16 終値 1002 円 

目標株価 1150 円 

業種 空運業 

■第3四半期累計の営業利益は前年同期比55.5％増 

 

 国内第 3 位の航空会社。2 月 9 日に決算を発表。24 年 3 月期

第 3 四半期（累計）の営業利益は前年同期比 55.5％増の 52.89

億円で着地し、通期計画56億円に対する進捗率は94.4％となっ

た。また、同期間における事業収益は前年同期比 25.0％増の

782.10 億円と過去最高を記録した。従来未定としていた期末配

当については 21 円とし、前期実績の 5 円から大幅に増額してい

る。レジャーなどを中心とした堅調な需要に加え、円安・インフレ

継続により国内旅行やインバウンド需要が拡大した。座席利用率

はコロナ禍前と同程度の適切な水準である83％まで回復し、第3

四半期単体の有償旅客数は 202 万人を記録している。 

 

■レジャー需要が中心 

 

株価は決算発表後、窓を開けて下落し、軟調に推移した。直

近 PER・PBR はともに割高感に乏しい。同社の場合は回復が早

いレジャー需要が中心で、保有・運用コストが比較的低廉な小型

機のみの単一機材で運航することで整備コストを抑制し、高品質

なサービスを手ごろな価格で提供している。また、鈴与ホールデ

ィングスが筆頭株主になり、今後傘下のフジドリームエアラインと

の経営統合の可能性もある。堅調な業績から今後の成長に期待

し、23 年9 月水準の 1150 円までの回復に期待したい。 

 

★リスク要因 

原油価格の上昇によるコスト増など。 

9204：日足 

 

1000 円台でもみ合うも、底値圏から

の上昇に期待。 

          

通期計画に対する3Q進捗率は94％、レジャー需要の回復による追い風続くか 

スカイマーク〈9204〉グロース 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -8- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/11単 6,669 10.1% 290 303 4.1% 236 59,093.25

2021/11単 7,243 8.6% 341 363 19.8% 275 69.68

2022/11単 8,324 14.9% 611 615 69.4% 442 116.28

2023/11単 9,885 18.8% 836 873 42.0% 616 155.52

2024/11単予 11,800 19.4% 1,020 1,091 25.0% 768 190.29

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

2/16 終値 3450 円 

目標株価 4105 円 

業種 サービス業 

■エンジニア育成体制を強化 

 

 エンジニア派遣事業、受託開発事業を展開する。分野別では、

ソフトウエアが売上高の 56％を占め、インフラが 18％、機械・電

気 17％、クラウド 5％、顧客管理システム 4％などとなっている

（23年11月期）。エンジニアは1456人（ソフトウエア872人、イン

フラ 303 人、機械・電気 221 人など）を擁す（23 年 11 月末）。23

年11 月期営業利益は 8.36 億円（前期比36.9％増）。エンジニア

採用は 443 人（新卒 50 人・中途 393 人）と過去最高となった。ま

た、23年7月に研修センター「J-college」を開設し、育成体制を強

化したこともあり、新卒は研修後に速やかに稼働開始でき、エン

ジニアの稼働率は 95.4％と引き続き高水準を維持した。 

 

■24年11月期営業利益は22.0％増予想 

 

24 年11 月期営業利益は 10.20 億円（前期比22.0％増）予想。

24 年1 月に発表した中期経営計画では、26 年11 月期経常利益

は20.00億円目標（23年11月期は8.73億円）としている。経産省

の資料によると、IT人材は2030年には79万人不足するとのシナ

リオもあり、今後、同社事業へのニーズはさらに高まりそうだ。株

価は利益確定売りをこなす動きとなっているが業績は好調だ。今

年1 月につけた上場来高値4105 円を目標株価としたい。 

 

★リスク要因 

人材獲得競争の激化など。 

9558：日足 

 

利益確定売り一巡後の上昇に期

待。 

          

エンジニア派遣・受託開発を展開、1500人超のエンジニアが高稼働 

ジャパニアス〈9558〉グロース 
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Ｍａｒｋｅｔ展望 読者の気になる銘柄 

 
 

 

   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円 

（株） 

東京エレクトロン プライム〈8035〉／米エヌビディアの決算発表控え出尽くし感に警戒も 

円 

（株） 

先週は大幅高となり、1週間での上

昇率は一時 24.6％にまで達してい

る。9日に発表した第3四半期決算で

は、10-12 月期営業利益は1325 億円

で前年同期比 15.4％増となり、市場

コンセンサスを 250 億円程度上振れ

た。また、通期予想は従来の4010億

円から4450億円、前期比28.0％減に

まで上方修正。コンセンサスを 300

億円程度上回る水準に。週末にかけて

は、米半導体製造装置最大手のアプラ

イド・マテリアルズが想定以上のガイ

ダンスを発表し時間外取引で株価急

伸、一段の上値追い材料につながる。 

先週末は他の半導体関連同様に伸

び悩む動きとなった。先週末の SOX

指数も下落しており、これまで相場上

昇を主導してきた半導体関連には利

益確定の動きも目立ち始めている。こ

うした中で今週はエヌビディアの決

算発表を控え、出尽くし材料になると

の警戒も残る。短期調整待ちの場面。 

ソニーグループ プライム〈6758〉／ゲーム事業伸び悩み嫌気して決算発表後は大幅安 

先週は大幅に続落。14日に第3四半

期の決算を発表している。10-12月期

営業利益は 4633 億円で前年同期比

9.9％増となり、4350億円程度のコン

センサスをやや上振れる着地になっ

た。金融事業が市場想定以上に上振れ

る形となったようだ。一方、ゲーム事

業は想定以上の減益となっており、ネ

ガティブに捉える動きが優勢となっ

ている。なお、通期予想は従来の1兆

1700億円から1兆1800億円、前期比

2.3％減に小幅上方修正も、1 兆 2000

億円超のコンセンサス水準には未達。 

ゲーム事業の来年度の見方はやや

物足りないと指摘されているが、全体

相場が活況な中で、換金売りの対象に

なった面も強いとみられる。目先は好

地合いに追随する余地は大きいと考

えたい。次回の決算時に発表予定の中

期経営計画に対する期待も残り、75

日移動平均線レベルでは押し目買い

で対処したいところ。 

読者の気になる
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京成電鉄  プライム〈9009〉 

日足ベースの一目均衡表。1月17日

に上場来高値を見た後は調整に入った

が、2月8日に転換線が上昇を開始して

調整完了を示唆。先週末はローソク足

がほぼ陽の寄り付き坊主で上場来高値

を再び更新するとともに、転換線の基

準線越えで三役好転が完成した。転換

線と基準線はともに上向きで大引けを

迎えて短期上昇トレンド延長を示唆し

ており、上値追い局面がさらに継続し

よう。 

ラサ工業  プライム〈4022〉 

週足ベースのローソク足。1月3週に

13週移動平均線が52週線を下から上に

抜いてゴールデンクロスを示現すると、

翌1月4週は大陽線を描いて2022年11

月以来の高値まで上放れた。先週は1月

高値を超えて上値を伸ばすとともに株

価下方で26週線と52週線がゴールデン

クロスを形成しており、中長期の上昇局

面入りが予想される。抵抗帯として意識

される節目の2500円から2022年8月高

値2535 円を突破して上値を追う展開が

期待できよう。 

今週のテクニカ

-13 -26 -52  -200 

基準線  転換線  先行スパンA 先行スパンB 遅行スパン 
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コード 銘柄 市場
2/16
株価
（円）

概要

3788 GMOグローバルサインHD プライム 2773 グループの「GMOデジタルラボ」がアプリ事業を展開。

3655 ブレインパッド プライム 1378 ECサイト利用者のカート投入を促すポップアップ表示を手掛ける。

3665 エニグモ プライム 348 個人輸入代行サイト「BUYMA」のアプリ開発を内製。

3853 アステリア プライム 615 モバイルアプリをノーコードで作成できるクラウドサービスを展開。

3857 ラック スタンダード 719 アプリの脆弱性検査ツールや開発支援ツールを展開。

3921 ネオジャパン プライム 1058 アプリを作成・提供するサービスを手掛ける。

4168 ヤプリ グロース 1218 課題解決のクラウド型アプリプラットフォームを展開。

4442 バルテス・ホールディングス グロース 555 スマホアプリ、Webアプリ開発の子会社を持つ。

4689 LINEヤフー プライム 423.7 アプリ開発のプログラミングスクールをオンラインで展開。

4755 楽天グループ プライム 778.7 楽天で展開するフリマアプリ「ラクマ」を開発。

4776 サイボウズ プライム 2068 ノーコード開発ツール「kintone」を手掛ける。

5132 pluszero グロース 7550 AIとITの両分野に強みを持つアプリ開発企業。

8031 三井物産 プライム 6267 レジ機能を持つ小売店向けスマホアプリや配送アプリを開発。

9064 ヤマトホールディングス プライム 2421 グループの「ヤマトシステム開発」が輸送効率化アプリを開発。

9434 ソフトバンク プライム 1967.5 法人向けアプリ開発プラットフォーム事業を展開。

9719 SCSK プライム 2703.5 ノーコード開発ツール「CELF」を展開。操作性に優れる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察 
テーマ別分析 

テーマ別分析：アイビスの好決算で注目度高まるアプリ開発 

■様々な分野のサービスでアプリが登場 

スマートフォンやタブレットにダウンロードされる「モバイルアプリ」の活用が拡大している。メルカリ<4385>に代表されるフ

リマアプリや、オンラインゲームアプリやマンガアプリ、ショッピングによるポイントアプリやヘルスケアアプリなど、様々なサ

ービスでアプリが登場している。決済アプリを活用する業種も小売、旅行、ファーストフード、交通機関など多岐にわたっている。

政府による取り組みとして、マイナンバーカード用アプリの「マイナポータル」からスマホ用電子証明書搭載サービスも開始した。

 

また、アプリ（アプリケーションソフトウエア）と生成AI（人工知能）は親和性も高く、さらなる新サービスの登場も期待され

ている。モバイルペイントアプリ開発のアイビス<9343>は、2月13日に2023年12月期通期決算を発表。好調な決算内容と今期大

幅増益見通しから株価は急騰しており、他のアプリ開発関連に物色が波及する期待もある。 

テーマ別分析 

■主な「アプリ開発」関連銘柄 

 

出所：フィスコ作成 
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■第3 四半期好決算の出遅れ銘柄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

カテゴリー考察 

スクリーニング分析 

株価の出遅れ感が強い業績上振れ期待の好業績銘柄 

■決算発表一巡で好業績銘柄をあらためて見直し 

 

10-12 月期の決算発表が一巡し、あらためて好業績銘柄を見直したいところ。前期実績、今期見通しともに高い増益率となって

おり、かつ、第3四半期までの業績進捗率が高いことから業績上振れ期待のある銘柄をスクリーニング。なかでも、日経平均が最

高値接近となる状況下、相対的に過熱感の乏しい出遅れ銘柄に注目したい。 

スクリーニング要件としては、①3月期本決算、②第3四半期累計営業利益の進捗率が90％以上、③前期実績、今期見通しとも

に30％以上の営業増益、④1月19日終値比での株価パフォーマンスがマイナス。 

スクリーニング

出所：フィスコアプリより作成 

 

コード 銘柄 市場
2/16株価

（円）
時価総額
（億円）

営業益
進捗率
（％）

株価騰落率
（％）

予想
1株利益

（円）

1780 ヤマウラ プライム 1,453.0 306.6 105.3 -13.25 142.65

3150 グリムス プライム 1,893.0 444.7 90.9 -8.86 151.51

4661 オリエンタルランド プライム 5,313.0 96,614.3 96.6 -4.48 64.20

5482 愛知製鋼 プライム 3,375.0 671.2 104.6 -3.85 163.50

6249 ゲームカード・ジョイコHD スタンダード 2,214.0 315.8 91.5 -0.63 456.47

6730 アクセル スタンダード 1,971.0 221.0 94.2 -13.67 144.88

6837 京写 スタンダード 440.0 64.4 92.1 -0.90 38.97

7018 内海造船 スタンダード 4,360.0 98.2 135.6 -20.58 1002.88

7482 シモジマ プライム 1,272.0 308.6 95.0 -2.75 102.90

7647 音通 スタンダード 26.0 52.8 90.3 0.00 0.99

7919 野崎印刷紙業 スタンダード 156.0 33.5 96.9 -1.89 23.96

9008 京王電鉄 プライム 4,214.0 5,417.1 92.9 -5.37 220.29

9010 富士急行 プライム 3,815.0 2,093.9 96.0 -15.22 75.33

9048 名古屋鉄道 プライム 2,159.0 4,246.8 91.3 -5.43 111.92

9828 元気寿司 スタンダード 3,430.0 609.4 93.7 -9.14 139.33

（注）株価騰落率は1月19日終値比
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■東証市場改革による企業価値向上に向けた動きが奏功している可能性 

三菱UFJモルガン・スタンレー証券は「ゼロイチ銘柄」に注目している。ゼロイチ銘柄とは、証券コードの下2ケタが「01」の

銘柄のことを指し、古い社歴をもち業種の代表的な企業が多い。同証券では、東証プライム市場に上場する主なゼロイチ銘柄群が

昨年後半頃からTOPIXをやや上回る株価パフォーマンスとなっている点に着目。足もと海外投資家の日本株に対する関心が高まっ

ている中、長きにわたり経営を行ってきたゼロイチ銘柄の一部が物色の対象となっている可能性があると指摘している。また、東

証市場改革による企業価値向上に向けた動きを受けた動き、具体的には政策保有株持ち合い解消の動きも、ゼロイチ銘柄群の株価

パフォーマンスが堅調な要因につながっていると推察している。下表には主なゼロイチ銘柄を掲載している。 

特定投資
株式①

（億円）

純資産②
（億円）

①÷②

1301 極洋 23/3 91 470 19% 0.84 433 開示済

1801 大成建 23/3 2,808 8,339 34% 1.15 10,056 検討中

2001 ニップン 23/3 574 1,926 30% 0.86 1,791 開示済

2201 森永菓 23/3 100 1,259 8% 2.02 2,676 開示済

2301 学情 23/10 0 133 0% 1.86 275 開示済

2501 サッポロHD 22/12 40 1,672 2% 2.94 5,372 未開示

2801 キッコーマン 23/3 443 4,170 11% 3.80 17,814 開示済

3101 東洋紡 23/3 17 2,214 1% 0.50 972 未開示

3201 ニッケ 23/11 148 1,141 13% 0.90 1,134 未開示

3401 帝人 23/3 266 4,511 6% 0.57 2,656 検討中

3501 住江織 23/5 44 341 13% 0.51 185 未開示

3901 マークラインズ 22/12 0 44 0% 7.66 395 未開示

4301 アミューズ 23/3 22 376 6% 0.79 297 未開示

4401 ADEKA 23/3 184 3,117 6% 1.06 2,961 開示済

4801 セントラルSP 23/3 0 239 0% 1.13 287 未開示

4901 富士フイルム 23/3 434 27,879 2% 1.26 38,763 開示済

5101 浜ゴム 22/12 876 6,231 14% 0.74 5,936 開示済

5201 AGC 22/12 550 15,856 3% 0.80 12,035 開示済

5301 東海カーボ 22/12 191 3,009 6% 0.67 2,321 未開示

5401 日本製鉄 23/3 2,070 46,464 4% 0.70 33,698 開示済

5801 古河電 23/3 192 3,310 6% 0.62 1,917 開示済

5901 洋缶HD 23/3 834 6,713 12% 0.61 4,123 開示済

6101 ツガミ 23/3 41 649 6% 1.07 597 未開示

6201 豊田織機 23/3 8,921 39,354 23% 0.78 40,958 未開示

6301 コマツ 23/3 0 26,780 0% 1.37 40,257 開示済

6501 日立 23/3 2,130 53,356 4% 2.06 109,267 開示済

6701 NEC 23/3 402 19,127 2% 1.50 26,147 開示済

7701 島津製 23/3 104 4,235 2% 2.63 12,020 開示済

8001 伊藤忠 23/3 1,886 54,636 3% 1.87 106,932 開示済

8101 GSIクレオス 23/3 50 259 19% 1.07 300 開示済

8601 大和証G 23/3 1,055 16,755 6% 0.98 15,976 開示済

8801 三井不 23/3 1,804 30,312 6% 1.12 34,355 開示済

9001 東武 23/3 593 4,806 12% 1.58 8,202 未開示

9101 郵船 23/3 713 25,250 3% 0.90 26,018 開示済

9201 JAL 23/3 531 8,570 6% 1.41 12,533 開示済

9301 三菱倉 23/3 1,075 3,544 30% 0.91 3,719 検討中

9401 TBSHD 23/3 2,926 7,962 37% 0.66 5,921 検討中

9501 東電力HD 23/3 18 31,220 0% 0.57 12,125 検討中

9601 松竹 23/2 308 865 36% 1.54 1,422 未開示

GC報告内
での取組
記載有無

左決算時点

コード 銘柄略称 決算期
実績PBR
（倍）

時価総額
（億円）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察 

先週の話題レポート 

日本を代表する老舗企業も多いゼロイチ銘柄に注目 

先週の話題レポ

ート 

「主なゼロイチ銘柄」（三菱UFJ モルガン・スタンレー証券） 

 

出所：東京証券取引所と QUICK 

Workstationのデータをもとに三菱UFJ

モルガン・スタンレー証券作成 

注：ゼロイチ銘柄のうち、東証プライ

ム市場に上場する企業を抜粋。特定投

資株式は図表中の事業年度末時点の簿

価ベース。取組記載有無については、

コーポレート・ガバナンス報告書に「資

本コストや株価を意識した経営の実現

に向けた対応」というキーワードを 23

年末時点に記載(検討中含む)している

か否かで判別した。実績 PBR と時価総

額は 2/1 時点。上記リスト内において

本レポート発行時点で空売り規制等に

該当する銘柄が含まれる場合は当該銘

柄を除外して掲載している。 
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2 月 9日時点の2市場信用残高は、買い残高が1315 億円増

の3兆9500億円、売り残高が542億円増の9401億円。買い残

高が4週連続の増加、売り残高は2週連続の増加となった。ま

た、買い方の評価損益率は-6.92％から-6.91％、売り方の評価

損益率は+5.64％から+5.22％に。なお、信用倍率は 4.31 倍か

ら4.20倍。 

この週（2月5日－9日）の日経平均は前週末終値比739.40

円高の36897.42円。週初から日経平均は36000円を挟んでの

もみ合いとなったが、6日の取引時間中に決算を発表したトヨ

タ自<7203>が上場来高値を更新。日本の企業で初めて時価総額

50 兆円台を達成したこともあり、投資家のモメンタムを刺激

した。また、8 日 11 時過ぎには日本銀行の内田副総裁が「マ

イナス金利解除でも緩和維持」と発言したことから225先物に

まとまった買いが入り、日経平均も一気に上げ幅を拡大。1月

22日につけた終値ベースでの高値36546.95円を更新。週末に

は、ソフトバンクG<9984>の大幅続伸や為替が1ドル149円台

と円安に進んだこともあり、日経平均は34年ぶりに37000円

台を回復する場面も。 

個別では、サンエー<2659>の信用倍率は 0.23 倍となり、前

週から一段と売り長の需給状況に。5 日に24 年 2 月期予想の

上方修正および配当予想の増額を発表したことを材料視した

リバウンド局面において、新規売りが積み上がった。2月決算

に向けてノーリスクで優待取りを狙ったヘッジ対応の新規売

りも入りやすい。ウエルシアHD<3141>、コーナン商事<7516>、

ビックカメラ<3048>、ドトル日レス<3087>、松竹<9601>なども、

優待狙いのヘッジ売りの影響により、売り長の需給になってい

る。ソフトバンクG<9984>は10-12月期の黒字転換のほか英ア

ーム株の急伸を受けて大きく買われるなか、買い方の利益確定

に対して、反動安を狙った新規売りが積み上がったようだ。 
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コード 市場 銘柄
2/16終値

（円）
信用買残
（2/9：株）

信用売残
（2/9：株）

信用倍率
（2/9：倍）

信用買残
（2/2：株）

信用売残
（2/2：株）

信用倍率
（2/2：倍）

2659 東証プライム サンエー 4,505.0 83,200 356,700 0.23 72,600 110,500 0.66

3141 東証プライム ウエルシアＨＤ 2,589.0 542,200 2,332,600 0.23 688,200 1,059,000 0.65

8015 東証プライム 豊通商 9,271.0 468,000 237,500 1.97 342,200 65,900 5.19

7516 東証プライム コーナン商事 3,890.0 312,400 451,100 0.69 312,000 181,800 1.72

8227 東証プライム しまむら 16,920.0 48,900 60,700 0.81 54,000 28,300 1.91

3048 東証プライム ビックカメラ 1,321.0 158,200 2,555,500 0.06 161,900 1,192,100 0.14

9601 東証プライム 松竹 9,972.0 59,800 153,600 0.39 59,500 73,300 0.81

7012 東証プライム 川重 3,786.0 1,366,200 337,100 4.05 1,648,700 204,100 8.08

8698 東証プライム マネックスＧ 858.0 6,096,200 1,542,000 3.95 8,102,500 1,046,900 7.74

3087 東証プライム ドトル日レス 2,067.0 173,400 1,833,800 0.09 165,700 942,100 0.18

4523 東証プライム エーザイ 6,427.0 2,399,200 200,600 11.96 2,354,600 104,200 22.60

2801 東証プライム キッコーマン 9,472.0 128,100 154,100 0.83 122,900 78,800 1.56

2685 東証プライム アダストリア 3,560.0 215,000 960,600 0.22 249,900 604,800 0.41

5803 東証プライム フジクラ 1,735.0 3,460,400 584,300 5.92 3,582,600 331,900 10.79

8905 東証プライム イオンモール 1,800.5 236,200 3,581,100 0.07 256,000 2,016,400 0.13

  

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察-信用需給動向 

Market Data 

先高期待強まるなか、信用買い残は 4 週連続で増加 

取組みが改善した銘柄 

信用倍率（倍） 

信用残高 金額ベース 単位：百万円 

信用需給動向 
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コラム：実弾介入の可能性は？ 

ドル・円相場は心理的節目の 150 円を上抜け、「為替介入ゾ

ーン」に浮上。米利下げ観測の後退や日銀の政策修正に思惑

が広がるなか、年明け以降、ドル高・円安基調を強めていま

す。政府は 2 年前のような大規模介入に乗り出すか、市場の

関心が高まってきました。 

 

2月13日に発表された米1月消費者物価指数（CPI）は前年

比で予想を上回り、前月比では昨年 12 月よりも強い内容とな

りました。インフレ指標の再加速を受け、市場は 3 月開催の連

邦公開市場委員会（FOMC）での政策金利据え置きをほぼ確

実視。連邦準備制度理事会（FRB）の利下げ時期の予想を5月

以降に後ずれさせています。他の主要中銀の政策方針が不

透明になり、足元はドル選好の様相です。 

 

ドル・円相場は今年140円79銭で寄り付き、1月19日に148

円 80 銭まで上昇した後に失速するも、再び値を切り上げてい

ます。堅調な米経済指標はソフトランディングへの期待感から

ドルの押し上げ要因に。半面、FRB 当局者の間では利下げ時

期について見解が分かれるものの、一部のハト派的な見解が

米10 年債利回りを押し下げ、ドルの重石になっています。 

 

日本政府は過度な円安に対するけん制姿勢を強め、一段

の円安に歯止めをかけたい考え。2022年に150円以上のレベ

ルで大規模なドル売り・円買い介入を実施しており、市場は実

弾介入に身構えています。昨年も 150 円台に浮上した際、22

年の高値151 円94 銭に迫ったタイミングで神田財務官が介入

に「スタンバイ」と発言し、151円90銭から下げに転じた経緯が

あります。 

 

 

ドル・円が目先も騰勢を強めていく場合、政府は実弾投下に

踏み切るでしょうか。一昨年、昨年と 152 円手前で下げに転じ

たことから、同水準を上抜けると、それ以上の水準では抵抗

線となる節目が見当たらず、ストップロスを巻き込んで弾みが

つけば一気に155円付近まで値を上げる可能性が指摘されて

います。そのため、152 円付近でのドル売り・円買い介入とい

うのが現時点での市場の見立て。 

 

ただ、これまでと異なるのは日銀の政策修正が現実的にな

ってきた点でしょう。マイナス金利解除はすでに織り込まれて

しまい、緩和的な環境を維持するとの方針の方が重視され、

むしろ円安に振れやすい状況にもみえます。日本の 10-12 月

期国内総生産（GDP）の下方修正で不透明感も増し、円を下押

ししています。ドル・円は底堅い値動きが続くとみられ、152 円

トライのシナリオも想定されます。 

 

円安は一段の輸入コストを押し上げ物価高につながるた

め、岸田政権にとっては向かい風。ただ、鈴木財務相はドル

高・円安局面で訪日外国人の増加といった円安のメリットにも

言及しています。足元では米国債発行が縮小する見通しで、

米国債は需給の引き締まりで金利安・ドル安に向かう可能性

があります。日本政府は春先のドル失速をにらみ、待ちの姿

勢とみます。 

 

※あくまでも筆者の個人的な見解であり、弊社の見解を代表

するものではありません。 

 

連載コラム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望 経済カレンダー - 1 

Market Data 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済カレンダー 

2月19日～2月25日※全て日本時間で表示 

日付 曜日 時間 内容

2月19日 月 08:50 コア機械受注(12月)

11:30 タイ・GDP(10-12月)

21:00 ブ・経済活動(12月)

27:00 ブ・貿易収支(先週)

日・ウクライナ経済復興推進会議

米・株式市場は祝日のため休場(プレジデンツ・デー)

欧・欧州連合(欧)外相理事会

中・本土市場取引再開(春節明け)

2月20日 火 10:15 中・1年物ローンプライムレート(LPR)

10:15 中・5年物ローンプライムレート(LPR)

14:00 首都圏新築分譲マンション(1月)

16:00 欧・ユーロ圏新車販売台数(1月)

18:00 欧・ユーロ圏経常収支(12月)

20:25 ブ・週次景気動向調査

22:30 加・消費者物価指数(1月)

24:00 米・景気先行指数(1月)

独・2年債入札

決算発表 ウォルマート、バークレイズ

2月21日 水 08:50 貿易収支(1月)

08:50 輸出(1月)

08:50 輸入(1月)

10:10 国債買い入れオペ(残存1-3年、残存3-5年、残存5-10年)(日本銀行)

14:30 日証協会長が定例会見

15:00 工作機械受注(1月)

16:15 訪日外客数(1月)

17:00 南ア・消費者物価指数(1月)

24:00 欧・ユーロ圏消費者信頼感指数(2月)

月例経済報告(2月)

米・アトランタ連銀総裁が会議で開会のあいさつ

米・連邦公開市場委員会(FOMC)議事要旨(1月30-31日会合分)

米・下院の中国特別委ギャラガー委員長が台湾訪問の見通し

ブ・G20外相会合(22日まで)

米・20年債入札

独・10年債入札

決算発表 エヌビディア、リオ・ティント、グレンコア、HSBCホールディングス、アナログ・デバイセズ
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Ｍａｒｋｅｔ展望 経済カレンダー - 2 

Market Data 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月19日～2月25日※全て日本時間で表示 

日付 曜日 時間 内容

2月22日 木 06:45 NZ・貿易収支(1月)

08:50 対外・対内証券投資(先週)

09:30 製造業PMI(2月)

09:30 サービス業PMI(2月)

09:30 総合PMI(2月)

10:00 中・SWIFTグローバル支払い元建て(1月)

14:00 印・製造業PMI(2月)

14:00 印・サービス業PMI(2月)

14:00 印・総合PMI(2月)

14:30 全国百貨店売上高(1月)

14:30 東京地区百貨店売上高(1月)

17:30 独・製造業PMI(2月)

17:30 独・サービス業PMI(2月)

17:30 独・総合PMI(2月)

18:00 欧・ユーロ圏製造業PMI(2月)

18:00 欧・ユーロ圏サービス業PMI(2月)

18:00 欧・ユーロ圏総合PMI(2月)

18:30 英・製造業PMI(2月)

18:30 英・サービス業PMI(2月)

18:30 英・総合PMI(2月)

19:00 欧・ユーロ圏CPI(1月)

20:00 トルコ・中央銀行が政策金利発表

21:30 欧・欧州中央銀行(ECB)議事要旨(1月会合)

22:30 加・小売売上高(12月)

22:30 米・シカゴ連銀全米活動指数(1月)

22:30 米・新規失業保険申請件数(先週)

23:45 米・製造業PMI(2月)

23:45 米・サービス業PMI(2月)

23:45 米・総合PMI(2月)

24:00 米・中古住宅販売件数(1月)

VRAIN Solutionが東証グロースに新規上場(公開価格:2990円)

韓・中央銀行が政策金利発表

米・ジェファーソン連邦準備制度理事会(FRB)副議長が講演と質疑応答

米・フィラデルフィア連銀総裁が講演

米・クックFRB理事が基調講演

米・ミネアポリス連銀総裁がパネル討論会に参加

米・民間企業の無人月着陸船「ノバC」が月面への着陸試みる

欧・非公式欧財務相理事会(24日まで)

決算発表 ネスレ、ロイズ・バンキング・グループ、ニューモント、モデルナ、アクサ、ヴァーレ、レノボ・グループ

2月23日 金 10:30 中・新築住宅価格(1月)

16:00 独・GDP改定値(10-12月)

17:00 ブ・FIPE消費者物価指数(先週)

18:00 独・IFO企業景況感指数(2月)

20:00 ブ・FGV消費者信頼感(2月)

20:00 ブ・FGV消費者物価指数(IPC-S)(先週)

株式市場は祝日のため休場(天皇誕生日)

欧・ユーロ圏財務相会合

伊・2年債入札

決算発表 BASF、アリアンツ、スタンダードチャータード

2月24日 土 露・ウクライナ侵攻から2年

米・共和党サウスカロライナ州予備選

2月25日 日 欧・欧外相理事会(29日まで)
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日米主要経済指標のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■(日)1 月貿易収支 

21 日(水)午前8 時50 分発表予定 

 

（予想は、－1兆9630億円） 参考となる1月上中旬分の貿易収支は－1兆7374億円。大幅な赤字となったが、赤字幅は前年

同期比－44.9％。輸出額増加と輸入額減少で赤字は縮小した。昨年1月の貿易収支は3兆5064億円に膨らんだが、今年1月に

ついて輸入額が大幅に減少していることから赤字幅は2兆円以下となる可能性がある。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

■(欧)2 月ユーロ圏製造業PMI 

22 日(木)午後6 時発表予定 

 

（予想は、47.0） 参考となる1月実績は46.6で12月実績を上回った。引き続き50を下回る状態が続いているが、新規受注

は上向きであることから、2月は1月実績を上回る可能性がある。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

■(米)2 月サービス業PMI 

22 日(木)午後11 時45 分発表予定 

 

（予想は、52.0） 1月実績は市場予想を上回った。インフレ鈍化などが指数改善につながったとみられる。2月については活

動指数の高止まりが予想されており、1月実績と差のない水準となる可能性がある。 

 

------------------------------------------------------------------- 

■(米)1 月中古住宅販売件数 

22 日(木)日本時間23 日午前0 時発表予定 

 

（予想は、397万戸） 参考となる12月実績は378万戸で市場予想を下回った。金利上昇の影響は消えていないようだ。ただ、

1月については在庫増加や一部住宅ローン金利の低下によって販売件数は増加する見込み。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日米主要経済指標のポイント
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※なお、下記のカレンダーはあくまでも予定で企業の都合により変更される可能性があります。 

決算カレンダー 

Market Data 
 

決算カレンダー 

日付 コード 銘柄 上場部名 時刻

2月19日 2427 アウトソーシング プライム －

3807 フィスコ グロース －

5959 岡部 プライム 15:00

2月22日 2391 プラネット スタンダード －

4707 キタック スタンダード －
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Ｍａｒｋｅｔ展望

日付 証券会社 コード 社名 レーティング 目標株価（円）

2月13日 ＪＰモルガン 7735 スクリーンＨＤ NEUTRAL→OVERWEIHT格上げ 7750→18500

2月14日 野村 3283 プロロジス NEUTRAL→BUY格上げ 312000

2月15日 東海東京 6340 渋谷工 NEUTRAL→OUTPERFORM格上げ 2660→3190

2月16日 東海東京 7172 JIA NEUTRAL→OUTPERFORM格上げ 906→1270

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格上げ・買い推奨 

※下記のレーティングや目標株価は証券各社が発表したもののうち、フィスコが把握したものを集計しています。 

格上げ・買い推奨 

レーティング

レーティング 

格上げ・買い推奨 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

日付 証券会社 コード 社名 レーティング 目標株価（円）

2月13日 ＵＢＳ 8801 三井不 BUY→NEUTRAL格下げ -

8830 住友不 BUY→NEUTRAL格下げ -

いちよし 4544 HUグループ B→C格下げ 2200

8154 加賀電子 A→B格下げ 8500→8000

2月14日 大和 3048 ビックカメラ 2→3格下げ 1150→1350

東海東京 6104 芝浦機 OUTPERFORM→NEUTRAL格下げ 7410→3870

7729 東精密 OUTPERFORM→NEUTRAL格下げ 9700→10500

2月15日 ＵＢＳ 2651 ローソン BUY→NEUTRAL格下げ 8500→10360

いちよし 2148 ＩＴＭ A→B格下げ 2200→2100

2183 リニカル A→B格下げ 1000→500

6644 大崎電 A→B格下げ 800

大和 3591 ワコールＨＤ 2→3格下げ 3300→3700

8876 リログループ 1→2格下げ 2100→1600

2月16日 大和 7839 ＳＨＯＥＩ 2→3格下げ 3200→2000

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格下げ・売り推奨 

※下記のレーティングや目標株価は証券各社が発表したもののうち、フィスコが把握したものを集計しています。 

レーティング 

格下げ・売り推奨 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

個人 単位：億円 外国人 単位：億円

生・損保 単位：億円 信託銀 単位：億円

投信 単位：億円 事業法人 単位：億円
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投資主体別売買動向 - 1 

総括コメント 

2月第1週の投資主体別売買動向によると、外国人投資家は総合で7206億円と買い越しに転じた。現物は買い越しを継続、TOPIX

先物と225先物は買い越しに転じた。個人投資家は総合で1682億円と買い越しを継続した。 

そのほか、投信は3530 億円と売り越しを継続し、都地銀は761億円と売り越しに転じた。生・損保は293億円と売り越しに転

じ、事法は1613億円と買い越しを継続し、信託は7537億円と売り越しを継続した。 

なお、自己は現物で買い越しを継続し、TOPIX先物と225先物は売り越しに転じ、総合で1574億円と買い越しを継続した。この

週の裁定残は前週末比1660.05 億円増（買い越し）とネットベースで1兆2089.98 億円の買い越しとなった（買い越し幅増加）。

週間の騰落率は日経平均で2.04％の上昇だった。 

2 月第 1 週：外国人投資家は総合で買い越しに転じる 

投資主体別売買動向
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Ｍａｒｋｅｔ展望

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/10/30 1,369 ▲3,739 393 102 483 ▲199 ▲207 2,185

23/11/06 2,634 ▲2,350 693 ▲449 957 ▲123 ▲545 ▲558

23/11/13 2,780 ▲5,143 3,224 ▲832 1,063 ▲150 ▲360 ▲253

23/11/20 ▲2,515 ▲730 ▲108 ▲347 1,587 ▲155 ▲269 2,347

23/11/27 349 344 ▲3,625 1,361 1,450 74 ▲143 ▲75

23/12/04 ▲2,677 3,775 ▲5,468 744 1,692 ▲18 268 1,252

23/12/11 ▲2,286 ▲3,287 2,529 138 2,866 2 ▲287 260

23/12/18 1,814 ▲2,010 558 ▲276 2,051 ▲89 ▲388 ▲2,047

23/12/25 5,337 ▲2,518 ▲2,263 254 ▲77 ▲90 ▲198 ▲902

24/01/04 ▲1,608 ▲551 1,592 43 611 ▲242 ▲56 62

24/01/09 3,003 ▲10,682 9,589 ▲1,165 1,300 ▲245 ▲1,000 ▲89

24/01/15 2,879 ▲2,066 3,894 ▲2,387 437 ▲7 ▲602 ▲1,825

24/01/22 ▲2,296 2,897 4,055 ▲1,482 601 22 ▲324 ▲3,655

24/01/29 709 503 1,775 ▲2,016 663 90 ▲380 ▲1,401

24/02/05 2,050 2,069 3,777 ▲2,789 1,639 ▲255 ▲723 ▲5,476

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/10/30 ▲1,660 ▲256 1,200 463 ▲5 31 209 39

23/11/06 ▲2,237 210 1,540 196 1 2 497 ▲283

23/11/13 ▲2,090 194 2,100 183 6 ▲83 20 ▲351

23/11/20 1,570 ▲34 ▲3,100 ▲192 6 ▲9 10 1,769

23/11/27 900 78 ▲800 ▲230 ▲15 ▲218 53 390

23/12/04 ▲1,000 ▲540 6,000 ▲1,600 ▲0 50 ▲170 ▲3,200

23/12/11 690 292 ▲600 ▲180 6 19 94 ▲354

23/12/18 ▲920 23 ▲1,200 15 0 19 ▲3 2,116

23/12/25 ▲5,770 ▲118 3,900 98 ▲0 9 ▲196 2,065

24/01/04 1,150 ▲2 ▲1,000 ▲82 ▲6 26 20 34

24/01/09 ▲1,900 100 1,600 1,042 4 38 ▲32 ▲921

24/01/15 1,500 154 ▲900 453 7 56 ▲262 ▲1,030

24/01/22 8,457 49 ▲9,046 21 ▲11 2 ▲235 735

24/01/29 2,950 ▲189 ▲2,400 ▲179 ▲1 52 480 ▲720

24/02/05 ▲304 82 1,453 146 12 ▲10 42 ▲1,560

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/10/30 20 ▲800 ▲100 460 ▲18 5 633 ▲150

23/11/06 ▲1,539 ▲833 6,949 ▲3,008 ▲149 ▲104 ▲330 ▲964

23/11/13 ▲1,420 200 3,600 ▲2,130 ▲88 ▲169 904 ▲750

23/11/20 1,290 390 ▲1,300 ▲188 17 ▲112 125 ▲335

23/11/27 ▲1,590 ▲70 1,200 ▲56 24 10 536 ▲36

23/12/04 ▲1,100 500 0 900 118 ▲27 ▲920 ▲200

23/12/11 680 ▲600 ▲1,700 1,180 ▲69 0 752 ▲180

23/12/18 ▲920 660 500 ▲890 37 2 380 ▲100

23/12/25 80 ▲60 200 ▲110 ▲26 0 ▲101 47

24/01/04 860 ▲40 ▲1,900 674 ▲82 0 310 235

24/01/09 ▲300 ▲770 3,800 ▲1,360 ▲97 21 480 ▲1,310

24/01/15 ▲2,440 0 2,200 564 16 30 ▲370 ▲10

24/01/22 ▲321 245 522 291 90 48 ▲1,712 624

24/01/29 280 20 ▲2,700 842 ▲69 0 1,676 210

24/02/05 ▲172 ▲469 1,976 ▲887 ▲38 ▲28 ▲80 ▲501

T
O
P
I
X
先
物

日
経
平
均
先
物

現
物

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投資主体別売買動向 - 2 

市場別データ 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

銘柄名 コード 市場 上場日
仮条件

（円）

公募株数

（株）

売出株数

（株）

公募価格

（円）

初値

（円）
主幹事

2/16終値

(円)

ＶＲＡＩＮ Ｓｏｌｕｔｉｏｎ 135A グロース 2/22 2,790～2,990 210,000 1,064,000 2,990 - SMBC日興 -

事業内容：

Cocolive 137A グロース 2/28 1,720～1,780 150,000 465,300 - - SMBC日興 -

事業内容：

光フードサービス 138A
グロース、名

ネクスト
2/28 2,400～2,660 320,000 0 - - 東海東京 -

事業内容：

トライアルホールディングス 141A グロース 3/21 - 21,200,000 1,653,100 - -
大和、MUMSS、

モルガン、シティ
-

事業内容：

ジンジブ 142A グロース 3/22 - 200,000 150,000 - - SBI -

事業内容：

製造業向けＡＩソリューションの提供

不動産業界向けマーケティングオートメーションツール「KASIKA」の開発、顧客への提供その他関連する業務

小売、物流、金融・決済、リテールテックなど、各事業を中心とした企業グループの企画・管理・運営（純粋持株会社）

高卒就職採用支援サービス及び人財育成サービス

立呑み居酒屋を中心とした飲食店の展開

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規上場銘柄

新規上場銘柄 

結果とスケジュール 
 

※ データは直近の新規上場銘柄の結果とスケジュールを全て掲載しています。 

証券会社によって取り扱いが異なりますので、お取引の際は各証券会社にご確認ください。 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

2266 六甲バター 1363 1351.25 1345.5 2301 学情 1826 1814 1582

2445 タカミヤ 515 512.5 468 2475 ＷＤＢ 2300 2081.25 2294

2810 ハウス食Ｇ 3113 3102 3019.5 2815 アリアケ 5550 5126.25 4885

3116 トヨタ紡織 2465 2452 2225.5 3153 八洲電機 1320 1303.5 1192

3180 Ｂガレジ 2181 2178.75 1828.5 3371 ソフトクリエ 1828 1780.25 1707

3694 オプティム 1072 986 1029.5 3763 プロシップ 1451 1325 1397

3968 セグエ 1840 982.25 911 4047 関電化 958 907.5 917.5

4114 日触媒 5662 5510.5 5492.5 4204 積水化 2084 2076.75 2006.5

4544 HUグループ 2720 2657 2711 4661 ＯＬＣ 5313 5161.25 4692

5310 東洋炭素 7080 5376.25 4767.5 6278 ユニオンツール 3640 3378.75 3452.5

6340 渋谷工 3165 2544.25 2500 6370 栗田工 5845 5721.75 5605

6481 ＴＨＫ 3123 2860.25 2849 7199 プレミアグループ 1740 1691.5 1729

7347 マーキュリアＨＤ 750 748.75 702 7381 北國ＦＨＤ 4680 4465 4435

7821 前田工繊 3360 3156.5 3149 8050 セイコーG 3065 2715.75 2995

8088 岩谷産 7147 7023 6545 8098 稲畑産 3145 3098.75 2836

8136 サンリオ 7168 6532 5862.5 8137 サンワテクノス 2264 2241.25 1901

8803 平和不 3950 3822.5 3832.5 9386 日本コンセプト 1919 1823.75 1710

9663 ナガワ 7190 6920 7160 9697 カプコン 5980 5688 5039

9717 ジャステック 1342 1337.5 1270 9759 ＮＳＤ 2719 2709 2573.5

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雲上抜け銘柄（プライム） 

一目均衡表雲抜け銘柄 

 雲上抜け銘柄（プライム） 

一目均衡表 雲抜け銘柄
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Ｍａｒｋｅｔ展望

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

1301 極洋 3470 3643.75 3650 2429 ワールドHD 2433 2597.5 2680.5

2587 サントリーＢＦ 4640 4999 4875 2752 フジオフード 1357 1416.5 1406

3333 あさひ 1288 1293.25 1334.5 3458 シーアールイー 1332 1341 1412.5

3863 日本紙 1122 1246 1130.5 4072 電算システムＨＤ 2636 3023 2880

4082 稀元素 917 958.5 1160 4251 恵和 1209 1215.25 1606.5

4530 久光薬 4058 4261 4079 4569 杏林製薬 1736 1749 1761

4612 日ペＨＤ 1103 1188.25 1104 4674 クレスコ 1864 1938.5 1873.5

4776 ＣＹＢＯＺＵ 2068 2447 2282 4845 スカラ 705 749 729

5232 住友大阪 3607 3926.25 3703.5 5989 エイチワン 684 752.5 708

6523 ＰＨＣＨＤ 1291 1490.5 1526.5 6706 電気興 2099 2345 2198.5

6929 日セラミック 2519 2620.75 2529.5 7130 ヤマエグループＨＤ 2440 3392.75 2973

7408 ジャムコ 1319 1553.75 1496.5 7718 スター精密 1641 1783.25 1733

8179 ロイヤルＨＤ 2395 2706.25 2506.5 8421 信中金 265600 274200 270100

9216 ビーウィズ 1729 2227.5 1835.5 9247 ＴＲＥＨＤ 1197 1252.75 1397.5

9274 KPPGHD 624 641 816.5 9702 アイエスビー 1347 1475.25 1401.5

9742 アイネス 1463 1504.75 1470.5 9831 ヤマダHD 431 448 453.5

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一目均衡表雲抜け銘柄 

 雲下抜け銘柄（プライム） 

雲下抜け銘柄（プライム） 



〒730-0031　 広島市中区紙屋町1-3-8　 ℡：082-245-5000 三 次 支 店 〒728-0012　三次市十日市中2-13-26 ℡：0824-62-3121

〒736-0046 広島県安芸郡海田町窪町5-8 ℡：082-208-5700 可 部 支 店 〒731-0221　広島市安佐北区可部3-20-21 ℡：082-815-2600

〒720-0812　　 福山市霞町1-1-1　 ℡：084-922-1321 広島西支店 〒733-0841 広島市西区井口明神1-17-4 ℡：082-277-2700

〒700-0826 岡山市北区磨屋町1-3 ℡：086-222-1561 東広島支店 〒739-0014 東広島市西条昭和町2-7 ℡：082-422-3621

〒726-0004　 府中市府川町335-1 ℡：0847-45-8500 廿日市支店 〒738-0024　廿日市市新宮1-9-34 ℡：0829-31-6611

〒722-0035　 尾道市土堂2-7-11 ℡：0848-23-8121 岩 国 支 店 〒740-0018　岩国市麻里布町2-7-7 ℡：0827-22-3161

〒722-2323　広島県尾道市因島土生町2017-3　 ℡：0845-22-2291 徳 山 支 店 〒745-0034　周南市御幸通2-15 ℡：0834-31-5350

〒725-0026　竹原市中央5-5-5　　 ℡：0846-22-2295 防 府 支 店 〒747-0035　防府市栄町1-5-1 1F ℡：0835-22-2871

〒723-0014　三原市城町1-25-1 ℡：0848-67-6681 宇 部 支 店 〒755-0029　 ℡：0836-31-1105

〒737-0045　呉市本通3-5-4 ℡：0823-21-6401

萩 支 店 〒758-0027　萩市吉田町51-11 ℡：0838-25-2121

ネットセンター（インターネット取引）　　https://www.hirogin-sec.co.jp 東京営業所 〒104-0031 中央区京橋2-7-19 6Ｆ ℡：03-6228-7251

コールセンター（コール取引）　　　　　 フリーアクセス：0120-506-084 今治営業所 〒794-0022 今治市室屋町1-1-13 ℡：0898-55-8280

宇部市新天町2-3-3
ボスティビルド3階

府 中 支 店

岡山営業所

本店営業部

海田営業所

三 原 支 店

呉 支 店

竹 原 支 店

尾 道 支 店

因 島 支 店

福 山 支 店

当資料は、投資判断の参考となる情報提供のみを目的としており、個別の金融商品の投資勧誘を目的として作成または
提供するものではありません。当資料は、作成者が信頼できると判断した情報源に基づいて作成されていますが、その情
報の正確性や完全性を、または、将来の経済・市況動向等を予測・保証するものではありません。また、当資料中の見解
等は今後予告なく変更される場合がありますので、投資に係る最終決定はご自身の判断でなさいますようお願い申し上
げます。金融商品等の手数料等及びリスクについては、当該商品等の上場有価証券等書面、契約締結前交付書面、目
論見書及びお客さま向け資料等に記載しておりますので、よくお読みください。

株式、債券、ファンド、上場ETF及び上場リートのご購入の際のご注意事項

【お取引時の手数料について】（営業店でお取引の場合の手数料率、税込表示）

● 国内株式の売買取引には約定代金に対して最大1.155％の売買手数料（同手数料額が2,750円に満たない場合は

2,750円）をいただきます。マルチネット取引で売買いただく場合には対面取引の基本手数料から20％割引（当該金額が

2,200円に満たない場合には、一律2,200円）となります。又、外国株式の売買取引には売買金額（現地における約定代金

に現地委託手数料と税金等を買いの場合は加え、売りの場合は差し引いた金額）に対して最大0.88％の委託手数料（同

手数料額が2,750円に満たない場合は2,750円）をいただきます。
● 非上場債券（国債、地方債、政府保証債、社債等）を当社が相手方となり、お買付けいただく場合には、購入対価のみ
お支払いいただきます。

● ファンドのご購入時や運用期間中には以下の費用がかかります。＜直接費用＞購入手数料（スイッチング手数料を含

む）上限3.85%、換金手数料上限1.10%、信託財産留保額上限0.50％が必要となります。マルチネット取引の場合は購入

手数料（スイッチング手数料を含む）、換金手数料について対面取引手数料の20％割引となります。

＜間接費用＞運用管理費用（信託報酬）上限2.50％、（注）その他の費用・手数料（監査費用、有価証券等の売買にかかる

手数料、資産を外国で保管する場合の費用、信託事務に要する諸費用等）をご負担頂きます。（注）その他費用・手数料は、運用

状況等により変動する為、料率の上限等を示すことができません。

● 外国株式、外国債券、外国投資信託を売買取引する際の円貨と外貨の交換レートには、約定代金に応じて当社が決定
する為替スプレッドがあります。

●＜株式、上場ETF、債券のリスク＞株式や上場ETFの売買取引については、株価の変動により投資元本を割り込むこと

があります。債券は金利水準の変動等により価格が上下し、損失が生じるおそれがあります。外国株式、外国債券及び外

貨建て資産に投資する上場ETFは、為替相場の変動等により損失が生じるおそれがあります。また、発行者の経営・財務

状況の変化及びそれらに関する外部評価の変化等により投資元本を割り込むことがあります。

● ＜為替リスク＞外貨建て商品の場合、外貨建てでは投資元本を割り込んでいない場合でも、為替変動あるいは外貨交

換の際の為替スプレッドにより、円換算ベースで投資元本を割り込み損失を被る場合があります。

● ＜上場リートのリスク＞リートは、不動産などで運用を行う上場投資法人です。リート市場価格については、金融経済動

向、不動産市況、災害（地震、火災等）等の影響を受け変動し損失が生じるおそれがあります。分配金は不動産などから

の収入に応じ変動します。金融商品取引所が定める基準に抵触し上場廃止になった場合には、取引が著しく困難になる

可能性があります。

● ＜ファンドのリスク＞ファンドは、主に国内外の株式、債券、不動産投資信託証券など値動きのある有価証券等（外貨

建て資産には為替リスクもあります）に投資しますので基準価額は大きく変動します。従って、投資元本が保証されている

ものではなく、これを割り込むことがあります。また、「毎月分配型」及び「通貨選択型」ファンドの“収益分配金に関する留

意事項”及び“通貨選択型投資信託の収益イメージ”は、必ずご確認して頂きたい重要事項となっておりますので、投資信

託説明書（交付目論見書）をよくお読みください。

【リスクについて】

商号等 ひろぎん証券株式会社

金融商品取引業者中国財務局長（金商）第20号

加入協会 日本証券業協会

資料作成：株式会社フィスコ

〒107-0062 東京都港区南青山五丁目13番3号

（帳票 J-10-002 営業統括部 2020年6月改定）
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